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平成２４年１月２Ｓ日

野幌高校教諭佐川大樹

Ｙはじめに

私は，現在務めている野幌高校（江別市）に赴任した平成２０年から。数検１級に挑戦し続けてい

ます．理由はいろいろありますが，自分の数学の力をlこぶらせないこと，そして何よりも私が数学の

人間として刺激を受けたいというのが大きいです.今ではライフワークのひとつになっていますが，

昨年の１０月検定でちょうど１０回目の受検となりましたので，ここで今までの問題を整理して，数

検１級についてどういうものかをお知らせするとともに，１級で実際に出題された問題の中で大学入

試に関連する問題を紹介したいと思います．

Ｚもうひとつの動機

現任校の野幌高校でも，前任校の留萌干望高校でも数検の団体受検を行なっていますが，数検の話

を生徒にすると決まって生徒から「先生１数検は持っているの？」と聞かれます．一応，準１級は北

海道に戻ってくる前の年に東京で取ったことはありますが，ここは数学教師として「ああ，１級を持

っているよ」とさりげなく言いたいものです．そうすれば，生徒達のこちらを見る目も変わってきま

す．私の高校時代を振り返ってちそうでしたが，生徒は「この先生はすごい！」と思える先生につい

ていきたいものです．何をもってすごいとするのかは人それぞれだと思います．部活動でもいいと思,

いますし,教科指導の中でもコンピュータの部分で他より抜きん出ている人,受験指導で活躍する人，

教具・教材作りで光り輝く人など，いろいろな人たちがいていいと思っています．とりあえず圦私は

数検１級を目指すことで（生徒から見て）すごい人の１人になりたいと思いました．

ユ数検１級とは

数検は財団法人・日本数学検定協会が主催する検定で，だいたい目に一度のペースで行なわれてい

ます，去年の１０月検定が２１ｓ回目の検定になります．歴史は浅く１９９２年にスタートしたと言わ

れています．１級のレベルは下のように，だいたい大学の教養数学程度とされています.’

<数検１級の試験範囲＞

解析
微分法。積分法，基本的な微分方程式。多変数関数（偏微分・重積分）

基本的な複素解析

,

線形代数
線形方程式，行列，行列式，線形変換，線形空間〆計鬘線形空間,入曲線と曲面。

線形計画法，二次形式，固有値，多項式，代数方程式，初等整数論

確率統計 確率，確率分布，回帰分析。相関係数

コンピュータ 数値解析，アルゴリズムの基礎

その他 自然科学への数学の応用など



"

数検では他の級は団体受検でほぼ毎月のように実施されていますが,１級に関しては年Ｓ回(４月，

７月，１１月＞で，しかも個人受検のみです（団体受検では１級は受けられません)．北海道では札幌

会場と帯広会場の２カ所で受検することができます.札幌会場はだいたい札幌駅近くの自治労会館か，

東札幌のコンベンションセンターで行なわれることが多いようです．帯広会場は実施しているときと

そうでないときがあるようです．

さて，数検１級は他の級と同じように，１次（計算技能検定）と２次（数理技能検定）に分かれて

おり，両方基準点に達すると晴れて「数検１級合格」となります．

１次は計算問題で答えのみを書きます．制限時間はｓｏ分で７題出題されます，問題の形式はほぼ

固まっており，７題のうちの１題（または２題）は小間２つから成っています．配点は１題１点，

ＵＩ間１つは０．５点とカウントしているようです．合格ラインは５点以上（約７割）です．一方，２

次は記述式の問題で，１２０分で４題解きます．これも形式が決まっており，１番からＳ番までの２

題を選びＳ番,７番の２題が必須問題となっています．配点も１次と同様に，１題１点で，合格ラ

インは２．５点以上（約ｅ割）です．部分点は設定しているようですが，どういう基準で採点している

のかはわかりません．

学校で数検の試験監督をしたことのある先生方なら，十次は易しく，２次は難しいという印象があ

るかと思いますが，１級に関しては逆で，合格率で見ると１次の合格率は２次よりも圧倒的に低いの

が普通です．１次が難しいのは，時間がｓｏ分と短い上に計算量も多く，また答えだけを書くので，

部分点が期待できない（完全解答しか許されない）ところです．しかも，問題のレベルは大学入試で

も出題されるようなものも出ますので，とても短時間で解けるものではありません．一方，２次は必

須問題２題の相性はありますが（必須問題が２題ともできなければ，その時点で不合格！），１題に

充てられる時間がｓｏ分と多く，また選択問題も選ぶ余裕もあるので,比較的やりやすいと思います．

４己れきでも

数検１級を取ってみたいと思ったのは，何も今回が最初ではありませんでした．以前，英語や簿記

などいろいろな検定を取ろうと勉強していた時期があり，「数学の教師であるならば,数検の１級くら

いは取っておかなければ.….．｣と,教材研究の合間に数検対策の勉強もしていたことがありました.「今

年こそは数検１級を受ける」と毎年決意はしてはいるものの，今まで一度も受検したことはありませ

んでした．その理由を自分なりに分析してみると……，

①普段の忙しさを理由に，対策勉強が十分ではなかったから（単なる言い訳〕

②もし落ちてしまったら，数学教師としてI1ill)ずかしいというプライドが邪魔をしだから．

⑧もし落ちてしまったら，自分が数学教師であるというアイデンティティを否定されるのではな

いかと恐れたから．

周りから見ればオーバーかもしれませんがシ私にとっては③の理由は結構大きな理由でしだ．数検

の１級を目指そうと思ったのが平成１ｓ年の年末けそれから実際に挑戦するまでに丸７年かかつてし
．ｉ

まいました.今まではあれこれ考えて行動を起こせずlこいましたが‘年月が経ちだんだん結果につい



蜜

てどうでもよくなり（別に落ちてもクビになることはないですから……)，私が江別に弓|越してきたこ
･b

ともあって，「ま，とりあえず受けてみるか」程度の軽い気持ちで挑戦することにしました．

ろ試驍対策

一応，受けるからにはそれなりの勉強はしました．数検の１級となるとう大学で学ぶ線形代数や微

分積分&統計なども試験範囲に入ってきますので，日頃高校数学しか目にしていない私にとっては，

大学の数学をもう一度復習し直さなければなりません．一応，高校範囲で解ける問題も出題されては

いますが，毎回，Ｓ次以上の行列式や重積分が出題されていることを考えると，無視するわけにはい

きません．かといって，今さら定理の証明をじっくり読み進めていくほどの時間もありません．そこ

で数学の人間としては邪道ですが，定理や公式を理解するよりも使えるようになるということに力を

置いて，計算練習を中jujlに演習を進めていきました．次に挙げる参考書や問題集は，私がよく利用し

ていたものです．

・基本演習ライブラリー１基本演習線形代数（サイエンス社）

・基本演習ライブラリー２：基本演習微分積分（サイエンス社）

計算技法を身につける際に，たいへんお世話になりました．

・新訂微分積分Ｉ，微分積分Ⅱ，線形代数，確率統計，応用数学（大日本図書）

これらの５冊は工業高専で教科書として使われている参考書です．当たり前の話ですｽﾞﾊﾟ高専はＳ

年制ですから大学の内容も扱います．これらの本は，大学の専門薑のように厳密に定理を証明してい

るわけではなく，高校の教科書のように適度な解説で書かれているので，非常に読みやすいです．も

し，現役高校生で大学の数学をかじってみたいという生徒がいれば，私はこういう本を紹介したいと

思いますぃ

。記号法による微分方程式の解き方金田数正著（内田老鶴圃)

私が浪人生の頃（約２０年前）に。予備校の先生に勧められて買った本です皿線形Ｓ階くらいの常

微分方程式はよく数検に出題されるので，Ｄ演算子による解き方くらいはマスターして臨んだつもり

です．

次に過去間ですが’１級になると市販されている本がほとんどなく，対策を練るにも一苦労するの

ですが，一応，次のＳ種類（４冊）の過去間を購入することができます．

①数検１級Ｔ次（２次）実物過去問題集（エコー出版）

②数検新過去問題集１級・準１級（星雲社）

③発見１－１級攻略一 （日本数学検定協会）

上の２冊については。数検が公式に発表されている解答をそのまま載せているだけなので，１次に

ついては答えのみです（何の解説もありません)．しかも実施時期が古く，特に①に関しては数検が誕

生した直後のものと思われますので，多少傾向が違っているようです（私もまだ解いたことはありま

せん)．⑧は確か数検の公式ＨＰから申し込んだ記憶があります（一般の書店では販売していないよう

です)．
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⑤実際に受什て研て

私が初めて数検の１級を受けたのが平成２０年の１１月でしたが，このとき驚いたことは

「計算用紙がない１１」

ということど(した.特に１次では時間は短いし,計算は面倒だし,計算スペースはほとんどないしと
いうことで，あまりにも受検者に冷たいという印象を持ちました（実は，１次の解答用紙は表面しか

使わないので，裏面をまるまる計算用紙として使っても採点には何ら影響はしないということが後に

なってわかりました)．さすがに平成２２年４月からはＡＳサイズの計算用紙が１枚与えられるよう

になったので，だいぶ楽になりました．

また，毎回受検していて難易度にかなりばらつきがあるという印象を持ちました．これは合格率に

も表れています．

数検１級の合格率

数検１級の受検者は全国で毎回だいたい200～Ｓｏｏ人くらいですので，母集団の質に原因がある

という見方もできなくもありませんが，やはり問題の難易度にばらつきがあると見た方が自然でしょ

う．実際，１次にこんな問題が出題されたのは驚きでした．

また直近の２１ｓ回の２次の問題では，選択問題の１つに次のような問題が出題されました～この

問題の正答率が９０３％と異様に高く，問題のレベルも簡単な２進数の問題で題意さえつかみとるこ

とができれば中学生にも解ける問題です．他の選択問題の正答率では１題が２Ｇ％程度，残りのＳ題

がおおむね５０％強なので，何を選択するかによって有利・不利が出てしまいます（逆に何を選択すべ

きかを瞬時に見抜く力も要求されているのかもしれません)．

●

検定回
〆

実施年月 １次合格率 ２次合格率 １級合格率

1ｓ１回 ２０年１１月 S､９％ ２２Ｇ％ ａｓ％

1ｓ７回 ２１年４月 １４ｓ％ ２４ｓ％ １０．９％

１７１回 ２１年ア月 9.ｓ％ 9.5％ ａｓ％

１７Ｇ回 ２１年１１月 12.ｓ％ ＳＯＳ％
5℃

９．ｓ％

1ｓ４回 ２２年４月 SS２％ ２５．０％ 217％

１９０回 ２２年７月 ７．Ｓ％ ２１．４％ S４％

１９７回 ２２年１１月 ７．７％ １９．２％
●

ａｓ％

206回 ２Ｓ年４月｝ ４５％ １５．１％ S､○％

２○９回 ２Ｓ年７月 e,ｓ％ 1Ｇ.６％ ａｓ％

２１ｓ回 ２Ｓ年１０月 １８％ 2ａ９％ ２２％
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（問題．２）＿

英語のアルファベットの大文字Ａ,B,C,…,Ｚとスペース（空白，＿で表す)，疑問符(？)，感嘆

符(1)，コンマ(，），ピリオド(．），引用符(，，）をそれぞれ0,1,2,…,３１に対応させ，次のような暗

号を考えます．文字・記号を数字に直し，その数字を５桁の２進数で表し（このとき(11)2などは

（00011)2のように左側にＯを加えて５桁とします)，上位２桁の数字と下位２桁の数字を入れ替

えて得られる数字に対応する文字･･記号を，暗号化された文字・記号とします．たとえばＦは

Ｆ→５→（101)2→（00101)2→（01100)2→１２→Ｍ

のようにしてＭに暗号化されます．また，逆をたどることにより，ＭをＦに戻す操作を復号と

いいます．この暗号について次の問いに答えなさい．

（１）暗号化されても変わらない文字・記号をすべて挙げなさい

（２）SUUGAKUを暗号化しなさい．

（３）ＲＥＮ－ＥＢを復号しなさい （213回２次）

要は暗号化も復号も同じ手順なだめ，(2)と(S)は同じことの繰り返しです．なお，試験会場で(S)の

問題を解いていく過程で，何となく答えは「KENTE1(検定)」だろうと思っていると，本当に答えが

そうなったので思わずニンマリしてしまいました．

ちなみに，数学検定協会では平成２Ｓ年度より,､検定体系を新しく整備したのにともない，「実用数

学技能検定」の呼称として今まで｢数検｣と呼んでいたのを，「数学検定」と改めることにしました．つ

まり，私がこのレポートで盛んに「数検」と言っているのは，今となっては適切ではないということ

ですげただ，検定体型を整備したからかどうかはわかりませんが，１次の問題のレベルは落ち着いて

きたような気がします．

７実際に出題ざれだ問題から

１級を何回か受けてみて大学入試にも関連する問題が結構あることに気づきました．そこで実際に

数検で出題された問題と過去の入試問題を見比べて，このレポートを終わりにしたいと思います．

(問題．Ｓ）

1030
-を小数で表したとき，￣の位，すなわち小数点のすぐ上の桁の数字を求めなさい
１００２

（平成１５年７月：，次）「数検新過去問題集，級．準，級」より

上に挙げた数検新過去問題集１級・準１級に載っていた問題ですが，ちょうど東大にこれと似た問

題がありました．ちなみに１次の問題は単純計算で,１問あたり約Ｓ分で解かなければなりません．

いくら記述がなく答えのみの解答とはいえ,「東大の問題をＳ分で解けというのは……」とビビってし

まった記憶があります．
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なお，２項定理を使った問題はしばしば出題されていて，他には次のようなものがあります．
●

(類題．ｓ－２）

152010を１２８で割ったときの余りを正の数で答えなさい
、

(190回１次）

(類題．３－３）

２３幻璽の１の位の数字を求めなさい．
(213回１次）

(問題が４）

,F厚+iFT厚について次の問いに答えなさい
(1)この数はある３次の代数方程式の解の一つです．この方程式を求めなさい．

(2)(1)で求めた方程式をもとに上の数を簡単にしなさい～ （第１６７回１次）

（類題．４－１）

実数の間の等式

（/三ﾏ舌ｺﾆﾃｰ(/三▽言=ﾌﾃｰ２……(*）
を以下の詞煩に従って示せ．

(Ｄ係数が整数である”の3次方程式でｴｰｲﾉ三コ三三三ﾃｰ(/三万=ｦが解になるものを１つ
求めよ．

(2)(1)で求めた３次方程式を解くことにより，等式（＊）を証明せよ．（平成21年：東北大）

ちょうど東北大の入試で出題された直後の数検で出た問題です．もちろんただの偶然だとは思いま

すが，あまりにもタイミングがよすぎるので何かあるのかなとちょっと勘繰ったりもしました．この

問題は解と係数の関係を利用して解く問題ですが，他に解と係数の関係を使った問題は次のようなも

のが出題されました．．

（類題．４－２）、

加の３次方程式"3＋2"2＋4x＋7＝０の３つの複素数解α,β,γとするとき,α`+が＋／の値を

求めなさい

（184回１次）

（類題．４－３）

cos40o，cos80。，cosl60oの値を解とする整数係数の３次方程式を求めなさい．答えは最高次の係

数が正，かつ係数全体の公約数が１以外にないように標準化した形で求めなさい．

（176回２次）



▼

（問題．Ｓ）

１，３，６，…で表される数を三角数,１，４，９，…で表される数を四角数，１，５，１２，…で表される

数を五角数，…といいます．

下の図は，１番めから４番めまでの五角数を視覚的に表現したものです．〃番めの正五角形の内

側には１番め，２番め，３番め，…，（〃－１）番めの正五角形が内接します．同様にして，六角数，

七角数，…も定義できます．このとき，次の問いに答えなさい

｡轡●

１番め１番め２番め３番め４番め

五角数

(1)〃を３以上の整数とするとき，１番めから〃番めまでの〃角数の和を求めなさい．

(2)碗を正の整数とします．このとき１番めを除くすべての（加十Ｚ）角数は２つの`(加十２）

角数の差で表されることを示しなさい． （第２０６回２次）

（類題．５)

右図のように５角形上に内側から順に点を並べる．

にある点の個数をα〃とおく．ただし，〃＝１の場合は

α4＝２２である．このとき，次の問いに答えよ．

(1)数列α"が満たす漸化式を求めよ．

(2)．この数列の第〃項α〃を求めよ．

(3)α"≧２００３となる最小の自然数〃を求めよ．

／衲 加(3"＋１）し李筌ヱレ呉鐸宣礫鍔一一,÷た

内側から’2番目の５角形の周上および内部

１点とする．例えば，ｕｌ＝１，α2＝s1q3＝1２，

(4)α"＝ となるような自然数〃〃は存在しないことを示せ．
２

(平成１５年：鳥取大）

本屋で立ち読みしたときに鳥取大の問題を見て，どこかで見たことのある問題だなとこの問題に気

づきました．ちなみに，私が立ち読みしていた本は「大学入試問題で語る数論の世界」（清水健一箸，

講談社プルーバックス）で，大学入試で出題される整数問題をいろいろな角度から焦点を当てた非常

に興味深い本です（もちろん即購入しました)．

この問題の正答率はたったの１.○％でした(私もやられました！）．このときの受験者はおよそＢＯＯ
●

人くらいなので，この問題ができた人は全国でたったのｓ人ということになります．受験者数は後日



号「

郵送されてくる成績票に得点の分布（ヒストグラム）が載っているので，そこからある程度は予測で

きます．

さて，この問題を解くにあたって，何となく円に内接する正七角形が出てくるだろうなということ

が予想できますが,過去,セッター試験で円に内接する正五角形からcos36oの値を求めさせる問題が

出題されましたので,亡れをヒントにすることができます（この他にはご＝ＣＯＳニヱ＋isin堅とお
７７

＜と,ｚ７＝1,ｘ＝ｚ＋三・盲＝lなので，これをもとにｒの３次方程式を作るといった解法も考えら
Ｚ

れます)．

(類題．６）

座標平面上の原点Ｏを中心とする半径１の円に内接する正五角形の頂点を順にＰＣ,Ｐ1,Ｐ2,Ｐ３，

P4とする．ただし，Ｐ・の座標は（１，０）である．この正五角形を用いてCOSＺの値を求めよう：
・５

－－－－－－－

OPI＋肌＝ＣＣＩ，OPh＋OPh＝０９２とするとき，点Ｑ,,Ｑ２は直線OPO上にある．

したがって，ＯPb＋０１９＋OPH＋皿十０１２４＝０９で定まる点Ｑは直線OPO上にある．

同様にして，点Ｑは直線CPX上にあることもわかる．したがって，点Ｑの座標は（）であ

るルえに…s晉,鵬cos三霜とおくとI（）α+（）Ｈが成り立つさらに，５

余弦定理により，PoP12＝（）－（）６であり，生た，PoP1＝P2P3＝（）ＳｉｎＺである
５

から，（）α2－（）α－（）＝Ｏが成り立つ．よって，ｃｏｓＺ＝（）である．
５

（平成２年：センター試験，追試）

〈

「


